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沖縄県栽培漁業センターの玉城英信所長を講師に理科特設授業

7月10日（火）、沖縄県栽培漁業センターの玉城英信所長を講師にお招きし、「海の生き物
の生き残り戦略」と題して、理科の特設授業を行いました。
玉城所長は、四方を海に囲まれた沖縄県の漁業資源が乱獲や埋め立て、自然環境の変化（温
暖化、赤土流出等）により、年々減少しており、そのため、つくり育てる栽培漁業が重要に
なっていると、お話ししていました。
栽培漁業で取り扱っている海の生き物たちは、それぞれ、子孫を残したり、生き残ったり
する上での戦略をもっており、その形や色、習性には必ず意味があるとのことでした。
減少している漁業資源を守るために「海にゴミを捨てない、ゴミを拾うこと、魚や貝の子
とも達を採らない、採ったものを海に戻すこと」を行動してほしいと、お願いしていました。
沖縄の海は、世界有数の珊瑚礁のきれいな海です。その海の環境とそこに生きる生物たち
を守る取り組みが必要であり、その重要性が子とも達に伝わった理科特設授業でした。
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iO私がすごいと思ったことは、栽培漁業は、魚を卵から稚魚までの弱い時期に人間の管理下i
i　で飼育することでことで、資源を保護するということです。また、オスとメズが出会って、；
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；ございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6年　宮城美聖）i

iO今日の学習で栽培漁業とは、海の資源を守るための「つくり育てる漁業」であることだと；
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i龍課欝欝桑　駕讃龍　諾認諾欝　鰐識語詩経なるから、i
i　　海の環境を守るために、ゴミが落ちていたら、拾うようにしたいと思いました。今日は、i
i　たくさんのお話をありがとうございました。　　　　　　　　　（6年　知念菜々子）i

iO栽培漁業は、魚を卵から稚魚までの弱い時期に人間の管理下で飼育することだとわかりまi
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；くくなることです。他にも生まれた頃は全てメスなのに10才ぐらいになると一番強いメスi
i　がオスに性転換することで、たくさんの子孫を残せるようになることが不思議に思いまLi
i　だ。私も玉城さんのようにいろいろな研究をしたいと思いました。　（5年　菖眞新案）i
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